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1 0

ン
チ
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そ

時
代

第
四
雛
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H
0

W

終

つ

て

し

ま

つ

た

。

,
七

.旣

k

述

べ

た

や

ぅ

に

ト

ン

チ

ン

法

：は

本

來
多
く
の
缺 

黝

を

有

す

る

も

の

で

あ

る

。
こ

れ
は
到
底
何
人
も
否
定 

す

る

乙

と

は

1«
,來
な

い
。
'(
]
,か
し

«-
が
ら
こ
の
ト
ジ
チ 

ン
法
が
保
險
思
想
0

普

及

に
與

つ

て

力

が

.

*.
つ

た

こ

ど
 

も

表

た

決

し

て

看

逃

す

こ

ど

は

出
來
な
い
。
ト
ン
チ
ン 

法

は

ト

ン

チ
自
身
の
<獨

創

で

あ
る
ヒ
い

ふ
こ
ビ
は
出
來 

ぬ

け

れ
ど
も
、
.
彼

は

か

、

る

許

«

を

實

際

^
利
用
し
た 

る

第

一

人

：
で

あ

る

^

い

ふ

こ

ビ

は

懿

め

な

く

て

は

な

6
 

ぬ

ノ

ト

ン

チ

ン

法

の

影

響

は

軍

に

佛

蘭

西】

國
に
止
ら 

な

い

で

、
各

國

に

汎
く

及

ん

で

ゐ
る
o
さ
う
し
T
そ

0

普

及

^
伴

ふ

弊

害

は

勿

^|

多

く

あ

る

け

れ

r

も

ま
^

こ 

0;
法

は

眞

.
の

生

命

保

險

の

發

達

す

る

*

^

を

藏

し

て

ゐ
 

た

の

で

あ

る

。
即
ち
ト
ン
.チ
ン
法
は
國
體
の
原
則

^
基 

.き

、
ま

た

あ

る

生

命

に

關

す

る

o

ブ

ロ

バ

ビ

ジ

テ

ィ:

の 

-

时

算

を

行

つ

た

も

の

で

6

る
o

ト
ン
チ
ン
制
度
f
r 

n
w
^
^
t .

行

は

れ

て

ゐ
る

死
^

率

の

實

驗

的

法

則

の

試

を

し

た

も 

の

に

過

ぎ

ぬ

も

の

で

あ

る

？

只
彼
等
が

得

た

る

經

驗

は 

絕

大

な

る

價

値

を

有

す

る

後

世

の

死」

し
統
計
を
作
製
す 

る

こ

^

^
方

を

つ

く

し

.た

迄

で

あ

る

。
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F
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 Introduction to the 

His- 

tory 
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Chapter 
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f

 chuher, obre- 

cht, A
a
d

H
oロ 
t
r リ
生
な
る
^
料
^

#
、
そ
れ
!:B. J. 

H
e
n
d
r
-

 

ick, 

Tiie storyl of Life Insurance, 

Chapter I
V

 

T
h
e

 

Great 

T
i
n

 

G
a
m
b
l
e

等
に
ム
り
多
少
讲
咅
加
へ
て
成
つ
た
も
の
で
わ

.
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•
 

- 

.....
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•
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•
 
■
 
•
 
•
 
I
 
.

,

(

大

正

十

部

H
月

九

日

稿

了)

. 

ギ

.ィ、

ティングスの

.

へ

歷

史

學

說

h

'
':-
::
兼

尹

耶

，

':

:ぺ

.

K
 

;

歷

史

1J
:
'歷
^

以̂

：

j

肋

に

祀

す

ル

ぬ

、

{
で
^

^

^

^

v

L

様

で

ぁ

る

o
從

つ
て
菩
人
は
細
®

に
.觸
れ
‘
f

k

«tt
し

‘ 

な

け

れ

ぱ

5.
も

な

い

9
'

,

i

河

の

三

负

洲

及

び

其

の

沿

.岸

、p
e
f
s
〗a

n

海

頭

及 

^
 E

u
p
h
r
a
t
e
s

沿

岸

^

人

ロ

が

密

集

し

れ

。
是

等

0 :
^
 

ロ
‘」

の

密

接

せ

る

補

族

0,
^

で

ば

な

い

。
.
>
1
1
3
は
：
 

土
人
ビ
浞
合
し
て
ヽ
■種

々

な

言

葉

が

間

か

れ

.た

。
農

拳 

は

系

統

的

€
な

り

、
，
產

業

は

特

秫

化

さ

れ

た

。
驚
く
ベ 

き

技

術

を

有

つ

た

美

術

家

が

靑

銅

で

有

用

品

を

作

^V、 

金

鉱

徵

莅

を

以

て

美

し

い

蜣

«'
に

色

ど

つ

た

。
技
师
ば 

堤

や

貯

水

池

や

述

河

を

作

つ

て

' 

河

.の

汜

濫

を

調

節

し
 

た

？
天

才

の

戤

築

家

柄

偾

人

の

爲

ぼ

宫

殿

を

、
?

民 

0

 ̂e

爲

k

^
院

を

、
«

敬

$

き

故

人

の

爲
'»
に

墓
 

を

作

つ

ft
。
.舟

が

河

を

往

復

し

^:
。
吋

で

か

つ

た

rr
l
 

今

や

人

間

生

活§

混
沌
た
る
都
市
ヾ
し
な
つ
た
。
商
人
が 

沙

漠

を

横

切

つ

て

外

國

^

_
商
に
嫩
つ
て
：貨
物
の
輸
出 

入
を
企
て
^

。
奴
隸
は
；茅
屋
に
育
、ち
、
«

'0
|
や

煉

芄

«

®

:

所
^5

い
て
死
ぬ
。
*
斑
が
丹
0:
や
租
稅
5:
錄
し
：て
$

(

苯九九

〕

雜
歸
め
イ
デ

ん
^

朝
の
.記

録

を

保

つ

。
.是
.等
來
南
... 

M
e
d
i
t
e
r
r
a
n
e
a
n

...舰
方 

,:
の
河
畔
^

住

め

る

稍

々

進

化

せ

る

人

：々

が
文
明
を
作
つ 

て

ゆ

く

。
植

民

、
流

罪

者

、
及
：び
商
人
が
避
を
遠
き
柬
方 

に
'擴

め

、
商

人

ビ

取

隊

-
が

西

部

邊

疆

に

及

ぼ

し

た

。

C
r
e
t
e

の

岛
令
R
於

い

て

x
n
o
s
s
o
s

は

す

で

：
に

古

く
 

■
乎

S
し

て；A
e
g
e
a
n

海
を
支

配

し

た

：0

某
の
下
は
崩 

壞

物

の

地

層

で

あ

0

て
;>
:

そ

れ

ば

石

器

時

代

新

部

の

燒
 

物

師

や

初

期

、
中

期

、
後

®

の

M
i
n
o
a
n
s

に
依
て
残
さ
れ 

た

も

の

で

あ

る

。

其

の

周

圍

に

は

そ

れ

が

支

配

す

る

そ 

れ

ょ

&

小

S
.な
、
然

し

®;
め
；る

町

々

が

あ

る

。A
e
g
e
a
n

 

島

に

は

梦

く

.の

小

權

が
f

，
0
^
0
0
0の

海

岸

に

は

榔 

癒

地

が

あ

る

。(

即

ち

：
A

r

g

o

s

»

M

の

T
i
r
y
n
s

及
び 

Tiryxls:
、

が

ら

C
o
r
i
n
t
h

に
至
，る
山
路
に
當
る

M
y
c
e
n
a
e

 

等

^.
あ
^
。
此
の
澈
上
の
勢
力
の
，驚

く

ベ

き

富

、

其
の

靑

銅

や

金

ば

完

全

な

.

^'
美

術

品

や

E
g
y
p
t
,
,

 A
s
i
a

及

び

<
 

.
 

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

-

西

部A
f
r
i
c
a

 
士
 

E
u
r
o
p
e

 

の

海

岸

の

賢

‘
^

に

喪

さ
 

れ

た

。：

其

の

商

船

は

航

行

の

際

、

又
ば
滩
グ
で
も
戰
爭 

の
、歷
此
學
.說
.. 

.

.

■!i 

H !
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錄

¥
ィ
デ

ず
ス
の
歷
史

說

船

I

最
初
の
海
上
#;
力

I

に
依
つ
て
保
誕
3
れ 

於
"
此
の
中
央
來
部
地
中
海
地
方Q

光
輝
ぁ
る
ゝ
ズ
明
に 

對
：し

てE
g
y
p
t

ゃ
A
s
i
a

の
®:
隊
は
何
等
侵
す
e
こ
ろ 

な
が
づ
た
0 

'

®
fn
l
ビ
地
中
海
ビ
の
間
、T

a
s
u
s

山
ビ

C
a
u
c
a
s
u
s

 

r
t 

Sの
間
、Z

a
g
r
o
s

 

山
^

o
g
^
p
j
s 

ビ
の
間，

_}
o
a
o
-

 

padocia 

と 

A
r
m
e
n
i
a
、

及
び 

M
e
d
i
a

 

s El
a
m

 

の
1
 

地
が
東
方P

9
s
i
a

、
班
に
遠
く
1
で
擴
が
つ
て
居
る
。
 

w
g
y
p
t

や

T
i
g
r
i
s
l
E
u
p
h
r
a
t
e
s

流
域
の
軍
隊
が
隊
商
の

§

f

\

水
路
を
上
り
、
峽
谷
山
赂
を
經
て
侵
入
し 

て
來
ナ
.w

I
a
m

や

JVIedia.

か
ら
、今
や
.

P
e
r
s
i
a

か
ら 

も

A
r
y
a
n

民
族
が
出
て
來
て
如
の
帝
國
を
迅
速
に
掀 

張
し
た
。c

a
p
p
a
d
o
c
i
a

ビ
朿
部
小
亜
細
亜
を
通
じ
て
非 

A
r
y
a
n

民
族
が
取
隊
的
勢
力
ビ
1>
'
.て
現
れ
た
。p

e
R
a
n

 

は

E
U

1
H

C

に
勝
ぢ
、
由

ttite :

は

E
g
y
p
t
i
a
n

帝
國

の
領
土
の
一
部
を
征
服
し
，て
、
#
自
一
部
傅

來

の

一

部

 

.

.獨
®
の
文
明
を
樹
立
じ
た
。
W
部

®
細
®
I'
地
の
是
0
.

第
四
铋

1

H
ニ

,

の
文
明
は
强
固
な
偏
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
廣
つ
て
^

.
た
o P

e
r
s
i
a

は
西
北
印
度
R
於

け

るA
r
y
a
n

の
勢
力 

を
驅
途
し
た
。Hi

a
t
e

の
勢
カ
は
西
部
のA

J
y
i

 

k 

も

S
u
m
e
r
i
a
n

や

：

S
e
m
i
t
i
c

の
影
響
を
與
へ
た
。 

A
e
g
e
a
n

海
及
び
：>

&

&

0海
を
11
む
三
つ
の
华
岛 

一
が
地
中
海
の
北
部
に
突
出
し
，て
居
る
。
即
ち
小
蓝
細
苋
：
. 

Peloponnesian.

ビ G
r
e
e
c
e

、
及
びItalv 
で

あ

る

。
：
.
是

漆

の
東
北
、
北
、
北

西

は

>
1
:
7
3
1
1

の
分
散
し
た
地
方
で
あ 

.る
。
山
や
岳
が
ハ
公
や
平
原
を
圍
ん
で
海
妃
而
し
V 

S
,

 

る
0
低
い
坂
に
は
橄
欖
や
«
萄
が
、
高
い
部
分
^
は
恶 

や
樫
が
生
じ
、
..
'
:海
岸
は
：不
規
則
で
、
入
江
や
®
が
*
づ 

た

り

、

提

ぃ
：！

，直

線

の

區

域

も

あ

る

。

希

臘

0

拙
細 

3
ビ
0:
間

で

海

上

にA
e
g
e
s
a

が
見
え
る
。
海
は 

(
A
g
a
m
e
m
n
o
n

以
來)

印
象
派
的
な
紫
で
あ
る
0

E
で 

も
；半
原
で
も
日
中
太
陽
は
白
色
を
里
す
、
然
し
朝
夕
の 

光
莖
は
色
で
ぁ
る
，。

对̂
此
の
時
特
に
發
#
さ
れ
る
0
パ
 

孤
獨
ど
海
、

>0

•を
恐
れ
欢
い
人
々
I
美
に
は
t
じ
為
：

自
由
を
愛
す
る
。
牧
人
、.
西
姓
、
漁
夫
、
.
水
夫
及
び
今 

は
技
術
家
や
商
人
も
加
は
るC

河

谷

地

方

の

人

々

^

比 

較
す
れ
ば
、
彼
等
は
人n

も

少

く

、

贫

乏

で

あ

る

く

‘
彼 

等
の
都
市
はH

r
o
y

を
除
い
て
餘
&
榮
へ
て
居
な
い
。
 

典

の

餓

物

もT
h
e
b
e
s

や

B
a
b
y
l
o
n

に
較
べ
5
ビ
巡 

か
に
贫
弱
で
は
あ
る
が
、
知
的
で
あ
る
。
其
の
彫
刻
や 

繪
書
も
型
や
線
.を
驅
使
し
得
る
0

(1
1
に
依
っ
て
眞
實
 ̂

到
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
種
族
ビ
し
て
彼
等
は
原
始
的 

の Mediterraneans, 

D
a
n
u
b
e
a
n

 
雙
入
者
ビ Alpines 

ビ 

の
混
血
で
あ
る
が
、奴
隸
は
*
種
^
限
ら
れ
、
貴
族
的
な
，
 

S
p
a
r
t
a

に
於
け
る
よ
6
民
主
的
な>
t
h
e
n
s

に
於
け
る 

や
ぅ
な
狀
態
で
あ
づ
た(

ら
し
い
。)

彼
等
の
紙
隊
は
少
數 

で
地
方
的
で
あ
る
が
、
與
敢
で
あ
つ
た
。At

h
e
n
s

の
海
：
 

苹
は
驚
C

ベ
&
勢
力
で
あ
る
。
m
部

はw
u
r
o
p
e
a
n

 

G
r
-

 

€只
0

の
«
入
^
失
敗
し
た
。
又

C
a
r
t
h
a
g
e

は

Italy 

に
®
入
し
た
が
、
驅
逐
3
れ
た
。
是
等
は
北
地
中
海
地 

方
の
^
岛
文
明
の
著
し
い
.特
徴
で
あ
る
。
>

§̂
g
は
M

を
帝
國
的
に
作
ら
ん
5
し
て
不
成
功
に
終
つ
た
。
S
W
.
O
I

 

e
d
o
n

は
成
功
し
た
が
其
の
帝
國
は
短
命
だ
つ
た
。Ro

m
e

 

は
：
1
0
 J
O

-'Dallube,

兩
河
の
南
部
歐
羅
巴
、
東
北
迎 

樹

ネ

:a
、
及
'び
.
w
ff
i
iil
ff
l
.
.
.
に
.

j

旦
る
帝
1!
を
建
設
し
た
。
 

.そ
れ
は
字
義
以
上
の
意
義
に
於
い
て「

連
設」
し
れ
の
で 

あ
る
。
動
員
の
爲
め
ノ
交
通
の
爲
め
に
用
意
さ
れ
た
立 

派
V
道
路
は
以
前
の
も
の
と
等
し
く
は
な
い
。
あ
！
ち 

は
橋
ゃ
水
道
^
應
用
さ
れ
、

典
の
爲
め
に
町
の
住
比
は 

淨
水
を
多
量
に
供
給
r
eれ
た
。
脚
の
帝
國
は
約
五
评
卬 

持
續
し
た 
了 

0

■
■

::
'

,

た
羅
馬
及
び
與
の
領
土
の
:«
捣
化
3
れ

た

住

玫

^̂

丨，
 

terraneans, 

D
a
n
u
b
e
w
n
s

 

及

び
'!Alpines 

の
雜
種
は 

E
u
r
o
p
e
a
n

 

Nordics 

特
に
：

」
B
a
l
t
i
c
s

k
蹂
順
さ
れ
た
。
 

彼
等
の
多
ぐ
は
淼
林
の
內
地
人
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
® 

築
に
木
材
を
使
诩
し
石
を
用
ひ
な
い
。
エ
學
ゃ
美
術
に 

關
す
る
知
識
は
全
く
欠
如
し
て
居
た
。
■侵
入
者
ビ
し
て 

彼
等
は
燒
失
し
た
k
破
壊
し
た
り
し
た
。
翁
主
刺
度
を

笫

十

五

卷(

3;
.六

雑
、
餘
.
ギ
イ
デ
イ
ゾ
妒
ス
.の
1

學
說

笫
四
號

I i
m

S

S

T
- 

く；
.
'
:
-'
-
;- 

- 

i

i

i

l

i

l



.

嘯

十

悬

(

五
六V

I
〕
'
'

雜
.

錄
：
：
|

ギ
ィ
K

i

ダ

ス

盡

皮

學

姊
;
 

猫

四

號
 

樹
立
し
：て
現
存
せ
る
奴
隸
制
度
を
改
造
し
、
.：11
.に
«
張

_ V」

衔
方
の
知
略
ビ
が
相
堪
^
し
^
時
こ
、

;し

;«
務
的
泰
仕
を
增
加
し
た
0
舊
制
度
の
美
術
家
の
援 

•
肋
敎
遵
に
，依
り
、
傅
統
ミ
技
術
を
校
倣
し
^
厳
然
た
る 

城
を
*
nk
し
た
0
M街
化
さ
れ
た
甚
督
敎
R
改
宗
し
、

:

敎
會
ゃ
傦
院
を
缒
て
た
。
敎
會
ゃ
城
廓

.0
周
圍
に
職
人 

努
做
者
の
町
を
生
じ
た
が
、
商
人
は
少
く
、
輸
入
品
も 

殆
ど
知
ら
れ
て
な
か
つ
た
。
普
通
め
貿
易
は
破
*

れ̂ 

て
し
^
つ
た
。
東
力
ヒ
の
接
觸
は
猶
羅
馬
か
ら
の
俾
導 

ビJerusalem

へ
の
巡
拜
ミ
だ
け
で
あ
つ
た
o
そ
れ
に 

も
拘
ら
ず
宗
敎
部
內
や
職
人
の
組
合
內
に
は
M
du
lハ
文
明 

の
：逍
物
が
殘
存
し
幾
分
か
常
時
の
風
智
を
改
善
し
た
。

斯
し
て
內
地
西
部
歐
羅
巴
の
孤
獨
的
文
明
、M

e
d
i
t

-forr—

a
n
e
s

の
逍
物
に
對
す
る
！

Q

奇
怪
な
反
動
が
起
，
い
て
も
»
乘
を
業
ど
す
る
妳
統
が
績
い
た
。
伊
太
叫
、
 

つ
た
。而
し
てs

a
l

の
侵
人
に
盤
か
さ
れ
、C

h
a
r
l
e
s

南
怫

ii
西
、
西
»
牙
の
港
：に
も
水
夫
の
種
は
盡
き
な
か 

Martel
’

の
下
に
集
りCharlemagne

の
出
づ
る
迄
、
政
.

つ
た
。
®
方
ど
西
方
€
の
交
通
は
次
徽
に
闾
復
(>
た
ん 

的

に
:^
聯
絡
な 
く
、
知

的

に

は,«
意

味

で

あ0
た 

V
. 

.
E
g
y
p
t
f

 

V 

Cretans, Greeks

&

tx
R
o
m
a
n
s

 
の
^
つ 

Mediterranean

が

Baltic

化
復
活
し
、
.
.北
方
の
刚
與
て
届
た
地
理
、數
學
、航
海
術
寧
の
知
識
が
^
从
3
れ
、

1

3四

.

;

—

/ 

;

 f

L
 

> s 

> 

R ゴ
シ

ッ
ク
美
術
0
類
な
き
美
を
現
出
し
れ
。
 

:
.暫
く
此
の
特
獨
の
文
化
%
生
じ
た
移
住
に
就
い
て
見 

れ
ば
、
女

字

通

.^
で
は
«

い
が
其
の
關
係
者
は
す
ベ
て 

內
地
人
で
あ
るo

彼
等
の
ほ
ん
の
ニ 
'部
が
嫌
は
し
い

li
f

t
 

徽
な
西
北
海
摩
に
住
め
^
漁
夫
や
水
失
で
あ
っ
た
。
：彼 

等
は
船
や
渡
を
作
っ
た
。
彼
等
は
抵
扣
机
き
で
は
あ
っ 

た
が
、D

s
m
a
r
k

よ
^
西
方
：で
あ
：つ
た
。
騷
が
し
き
北 

海

又

はI
c
eland

や

Britain.

の
海
岸
^
航
海
し
卜」

。
遂 

k
は

Britain「

を
征
服
し
占
有
し
た
。G

a
u
l

海
^
に

 ̂

海
し
れ 

N
o
r
s
e
m
e
n

 

は 
’ No

r
m
a
n
s

 

ビ
^
H
 

不
7 2

令 

に
英
化
さ
れ
たB

r
i
t
a
i
n

を
征
服
し
ft」

地
中
海
に
於

I

!

s
I
.

U

Ii
Si

'西
方
の
船
乘
k
傅
播
さ
れ
た
。
來
方
ど
の
通
商
は
不
定
單
位
ビ
し
て
動
作
を
な
し
へ
又
特
徵
ビ
し
て
彼
等
は
道 

で
あ
る
が
、
其
の
航
路
•は
變
进
3
れ
可
能
性
は
爾
加
し
德
及
び
知
的
結
合
を
有
つ
'0
：
 

. 

た

：。

か

の

十

字
®
は
異
敎
徒
か
•ら

J
e
r
u
s
a
l
e
m
,

を
.収

つ

M
に
又
歷
史
は
一
つ
の
場
®
が
種
々
な
る
場
所
に
於 

た
が
、

こ
れ
を
維
持
す
る
こ
S
は
出
來
す
、
#
方

に

突

か

て

.多
少
の
變
化
ど
共
に
行
は
れ
、
全
體
の
動
作
は
常 

入
す
る
こ
ビ
は
失
敗
し
た
。.
然
し
太
洋
航
路
が
發
見
さ\

に
繰
返
さ
れ
る
。
：
第
1
1嵇(

中
世
见)

は

策

^
幕(
古
代 

れ
て
航
海
は
長
く
な
り
大
膽
に
な
つ
た
。C

a
n
a
r
i
e
s

や

一

史)

の
多
少
を
變
化
を
伴
ふ
繰
返
で
あ
る
。
第
一
l
's
:.近 

A

I

を
後
に
し
て
希
留
峰
を
廻
つ
た
。

D

i

l
 

i
世
史)

も
亦
多
少
の
變
化
を
伴
ふ
第
二
f

繰
返
で
あ 

•■Wnglish, 

French, 

portugue.se 

s S
p
a
n
i
a
r
d
s

が

海

る

。
是
は

「

歷
史
は
繰
返
す
。

」
V

云
ふ
諺
の
事
實
の
龈 

«
民
、じ
な
力
、
發
見
漭
.ビ
な
つ
た
。
太
西
洋
は
伊
太
利
據
で
あ
る
。

人
に
：侬
つ
て
橫
斷
3
れ
、
西
班
牙
王M

の
勢
力
金
力
に
I 

I Me
m
p
h
i
s
:
h

に
於
い
て
僧
侶
の
集
随
が
崇
嚴
に
行
观
を
，
 

扶
持
さ
れ
た
。
太
平
洋
は
西
部
か
ら
發
見
3
れ
、
地

球

|

や

つ

た

。

彼

等

は

神

秘

の

主

、

天

服

通

た

る

こ

ビ

?:
:

揚 

俅
周
航
さ
れ
た
.0
1

^

は
西
1

を
^
ゑ

し

植

仗

し：

言
し
た
。:
過

去

の知
！
！

に

敎

へ

.
ら

れ

ヽ

將

來

を

予

言

し
 

れ
。
太
洋
國
民
は
太
洋
商
業
^
依
つ
：て
世
界
の
文
明
を
一
た
',
彼
等
は
如
何
な
る
徵
候
が
@
作
や
饑
値
を
示
ず
か 

樹
立
し
た
。

：

 

又
人
間
の
如
何
な
る
行
爲
が
生
命
の
源
泉
や
流
を
腐
敗 

五

:

.
し
、
何
が
淸
く
す
る
か
を
如
0
_て
居
た
。
>

や
彼
等
は 

:

歷
史
ど
一
友
ふ
劇
に
於
け
る
療
場
人
物
は
堪
な
る
個
人
;.
.
人

：
々

が

危

機

に

瀕

せ

(

る
こ
'ビ
を
注
意
し
た
。
南
部
の
水 

で
は
な
い
ゲ
個
人
の
集
圓
、
多

人

數

で

あ

る
.■ °：
是

等

は

夫

等

が

ロ

か

ら

ロ
へ
i

へ
大
危
難
の
風
評
を
流
布
し

笫

十

玉

盤

(

五
六
コ
1
> 

雜
錄
ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ
ス

0
歷
史
還

 

，
.

;

筇

四

號
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三玉



篼

十

觅

溜

(

：
- *

六

四

)

錄

ギ
ィ
デ
ィ
ン̂

K

の
歷
史
學
訛

S
u
m
e
r

に
始
或
.っ

た

.° 

土
瓦
古
か
ら
の
隊
商
が
不
穏
の
狀
況
を
潇
し
た
0
以 

前
に
嘗
っ
て
な
か
っ
た
£

m
が
荒
れ
た
K
y井
浆
が
涸
れ 

た
ひ
し
た
。
®

ア
ラ
^

ャ
：
の

山

の

谷

々

で

さ

へ

收

榄

は
 

失
敗
し
、
數
多
の
家
#
が
死
ん
だ
。S

e
m
i
t
e
s

の
^
 ̂

が
東
方
^
移
っ
た
。
武
坡
せ
る
異
人
の
仲
問
、
先
驅
者 

•
か

S
h
m
a
r

の
^
原
に
居
た
が
見
え
な
ぐ
な
っ
た
。
彼
等 

は
沙
漠
か
ら
來
た
ど
思
は
れ
た
。
老
ひ
た
も
®
跪
使
は 

Semitic 

の
遊
牧
の
斑
が
！
^
^:
^:
^
!
!
 ̂時
^
に
^

# 

し

て

居

た

こ

を

思

出

し

、
あ
る
者
は「

い
つ
も
だ」

ど 

I
k

ひ
、
他
の
潘
は
是
^

^
疋

し

ヽ

す

ベ

て

の

S
e
m
i
t
e
s

は 

沃
如
の
民
で
あ
.り

、
.
：
少

く

と

も

峽

谷

の

民

で

あ

る

，^
主 

し
-r:
も

长 2. 

W 皮

祭

ま
 

v

 

V^? 

 ̂

*

 

■

?
;

::
-

た
':
0

河

畔

の
.

住

人

は

危
.

異

な
■

る

儀

式

を

行

づ

，た

。
：
彼

等 

:

は

聖
^

を
? ;

し
-

®

獸

を

殺

し

た
:0
#

街

は
«

加

し

た
;0 

澤

^
1

1

の
n

牟

ヵ

死

ん

^

。

死
 

<

:

た

鱗

が

浮

ん

だ
' 0

.

河

自
'
.

.

.ぶ

も

異

r
に

險
S C

の

勸

を
S

し

、

多

く

の

人

が

是

5 :
見 

た

。

恐

ら

く

符

も

三

佝

洲

も
! £

は

れ

^
や

う

だ

。
，
流

^

一
 

病

や

觅

汶

恐

る

々

き

疫

病

が

叨

：！1

に

も

街

を
^

ふ

：>;_ら 

ぅ
。

. 

\

人

々

は

行

動

を

耍

求

し

た

ら

王

は

屢

々

麥

を

見

て

印

一
 

象

さ

れ

て

居

た

。

兵

士

：
は

集

合

し

動

、員

S

れ

た
q

防

微

j

 

的

攻

椠

的

の

遠

征

が

始

ま

つ

た

。

土

地

は

淸

め

ら

れ

な
 

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

. 

一
 

.

^

ヵ
^

©

ビ

な
0

、
.

^

闘

が

戰

爭

ビ

な

る
.
0
.
, 

.
1

 

I

坎

及

带
S

於

い
T

®

8

I

.

如

ぐ

霉

5

 

一
 

何

れ
t

.

J

.

S

彼

等
S

I

零

あ
 

か

つ

た

。
I

は

傲

慢

に
H

人

民

は

，

拿

®

つ

た

が

、

如

何

崖

敷

S

て
：來

る

か
、

.

又

そ

れ

が

何
 

隊

を

歡

級

し

た

。

折

々

に

は

王

が

僧

侶

の

代

り
S

隊

を

套

す

る

I

も

知

ら
■

1

。

を
i

す
，
を
さ
へKM,

つ
た 

B

方
の
空
に
鹿
埃
の
:

a
が
起
る
の
は
隊
商
の
そ
灯
で 

&
か

一

變
形
で
あ
り
、
恐
ら
く
第
ニ
で
あ
る
場
西
は
:は
な
_か
つ
た
。
»
.
.隹
は
す
で
に
1

^
た

。
ノ
 

;

ら
無
數
のS

e
m
i
t
e
s

が
製
來
し
て
來
た
。U

r

は
彼
等
の 

.も
の
ビ
な
り
、
w
n
.
d
u
略
ち
、N

f
p
p
u
r

も

又B
a
b
v
l
o
n

 

も

。今

や

吾

人

は

斯

の

如

き

叙

述

を

や

め

て

、

此

の

點

に 

就

い

て
®

^

に
f 3

励

を

約

說

し

や

う
。

二

つ

の

遝

動

が

互

に

惹

起

し

共
k

助

長

す

る

。

1

つ 

は

領

土

ビ

生

活

ど

の

爲

め

の

集

湖

爭

闘

で

あ

り

、

他
は 

優

越
S

收

入

と

の

爲

め

の

隈

級

爭

圆

で

あ

る

。

此
の
一
一 

つ

の

運

動

が

歴

史

を

始

め

る

。

是

等

が

歷

见

の

行

動

で
 

•
v
Q
*

 

る 

0

天

候

に

依

る

恐

槛

、

源

泉

の

粘

渦

、

收

權

遞

減

、

其 

の

他

不

時

の

困

迫

が

人

類

の

衝

突

ミ

な

る

移

民

の

原

因
 

'

で

あ

る

。
.

是

は

，生

死

の

問

题

で

あ

る

。

願

體

は

防

■

の 

爲
.

め

に

結

合

し

、

征

服

に

陕

つ

て

合

併

ず

る

。
彼

等

は 

次

览

に

猫

合

し
、

»

刘

す

る

。 

：

曝
y

 

.

長

力

一

變
F

'

で

あ

り

、

恐
ら
く
第
一

:

5

後

か

ら

後

か

i

i

i

i

l

l

s

i

i

隊
士
官
は
僧
侶
階
級

.

の
如
き

r

階
級
意
識」

を
洧
し
一
階 

u f
i

を
形
成
す
る
。
'彼
等
は
僧
侶
の
優
越
ビ
铜
ふ
。
^
閼 

は
丧
く
1 1

つ
烈
し
い
°

僧
侶
階
級
ば
嫉
妬
を
感
じ

«

炉
，
 

さ
れ
る
。

®

隊
は
攻
擊
的

.

で
ぁ
る
。
軍
隊
は
分
割
す
ベ 

&

戰
利
品
や
土

_

1 -

荷
：つ.

て
席
る
が

"

超
，H

然
的
許
可

- 

を 

確
保
す
る

>
」

ど
は
出
來
な
い
。
之

k

加
ふ
る
に
勃
し 

S

も
の
で
：ぁ
る
か
ら
尊
敬
の
念
を
欠
く
。
僧
侶
階
級
は 

.

傳
統
ご
形
式
ビ
，を
有
つ
。
見
え
な
い
力
で
翁
事
を
善
に

r
 

し
惡
に
も
す
る
。
そ
れ
が
、#

敬
を
興
へ
、保
持

3

せ
る
。

僧

侶

ど

兵

士

ビ

が

爭

闘

，に

疲

れ

た

時

王

權

が

一

致

し\ 

法

令

を

布

い

た

。

優

秀

な

る

僧

侶

に

は

新

し

い

特

權

が
 

與

ベ

ら

れ

た

。

彼

等

は

土

地
^

收

入

を

受

け

た
;;
0

優

秀

：
 

な

る

軍

人

は
’

神

聖

な

る

指

導

：者

と

し

て

保

瞪

さ

れ

、

そ

：
 

れ

以

來

集

會

に

招

待
^

れ

る

。
を

乙

で

〈

歷

见

的

に

)
「

世

パ
 

:

:

俗

的

貴

族

」

ど

「

靈

的
*

族」

ご

を

生

じ

、

何

れ

も

地

主 

I
m

隊

の

指

導

者

は

戰

爭

：2

依

つ

て

發

麗

し

、

戰

爭

が

ビ

な

る

。

;

.

:

;

縦
織
し
繰
返
^
れ

、

ば

有

力

な

る

政

治

家

ビ
s
 

o
軍

;:
;
:背
の
土
地
所
有
者
種
族
及
び
個
人
の
土
地
趴
^
潘
は
，

第
十
五
卷

五
六
3 £
0
 

.雜

，
.

錄

ギ

イ

f

ア
イ
ン̂

ス
：
の

歷

史

摩

説

I

麟

I:



n

.

 

(

k
六
六〕

.ノ

雜

:錄

，
J

k
ィ
ソ
グ
.ス

售

f 

簾

號

こ

“一
八 

.幸
運
な
ら
'ば
，：n
zII
l
小
，作
人
ビ
在
る
。
是

等

の

人

々

は

又

る

。

商
人

H

な
る
。
從

雪

古

い

共

同

刚

體
S

ほ
奴
隸
で
：

新
し

S

囊

、
ハ

新

し

い

僧

侶

®

汲
が

S

 

2

。

モ
ニ
ー
：

」 

あ
る
。
職
人
は
幸
述
な
ら
尤

_

每
ト
乍
人

e

 

f 
i

 

S

 

b

k

「

:.
'
:
个'

 

f
 i

つ
/

ー
ご
三
：
：
：
： 

マ

ヾ

-

、

f

 

—

ィ
ス

^

-

-

-

-

-

-

-恝

七

o

i

l

琴

が

死

ん

で

か
&

そ
の
神
的
權

f

 

:

合

の

粉

相

を

蓮

す

る
。
.？

も
商
人
■

へ
る
f

 

)

讓
步
3
れ
た
°
志
一
一
年
k

_

I

e

m

l

s
 

J

 

e 

彼
等
は
®

人
の
f

た
ゃ
，フ
に)

階
級
意
識
ど
？

、
こ
'
一
時
そ
の
社
會
的
優
越
は
完
全
瓦
つ
疑

ひ
な
か
H

o
y
p
t

と

i
e
r

 

Q
#

史
の
布

®
か
ら

Justinian 

I
.

の
爲
め
に
戰
は

^
る
を
得
ざ
ら
し
め

2
變

t

z

rj
:
じ

I

s

費
の
階
.

f
依
つ
て
吸
收
さ
れ
る3

地
中
.I 

S

承
者
の
I

異
常
暴
達
し
た
。
知
I

識

表 

.
賭
島
に
於
ぃ
て
も
"

I
の
河
畔
地
方
、西
部
®
細
商I

寺
院
S

地
を
囘
々
敎
t

淸
f

す
I

云
ふ
要
求 

i
t
r

樂
蕾
於
け
る
が
如
く
餘
族
が
王
同|

に
浓
つ
て
馨
助
け
：て
®
た
。
十
字
軍
に
如
^
る

紫 

ビ
？

、
墨

が

I

I

つ
た
。.
I

s
人
I

一
 

は
有
名
無
實
の
湛
ょ
り
有
力
で
會
、
且
づ
象
^

服
し
、「

刹
士
協
約」

.秦
明
し
て
地
主
裏
つ
た
。
商

追

從

S

軍
隊
I

つ
た
。
：彼
等
は
靈
f

き

こ 

人
は
富
を
集
積
1
て
|戰
は
ん
ど
用
意
し
た
。

璧
羅
馬
帝
？

爆
の
_

達
5

何
れ
も「

餘
^

で
、
に

麗

？

る
。
帝
國
は
I

す
る
。

.
を
擁
議
し
た
が
、
最
後
に
顆
f

苦

を

I

フ
ン

.

:

I

P

M

P

y

 

_

_

i

l」

彼
等
の
內
最
も
街
能
な
るN

o
r
m
a
n
d
y
.

の

W
O

H
a

m

し
た
か
ら
。
集
削
€
階
級
帮
鬪
は
最
初
に
歸
つ
.て
、
中 

はL
a
n
f
r
a
n
c

の
.知
的
及
び
宗
敎
的
拨
助
を
以
つ
て
英
國
世

it
L
が
終
る
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

''
.

の
混
.亂
中
か
ら
最
初
：の
政
治
的
君
主
の
西
方
國
.民

を

作

M
e
d
i
t
e
r
r
a
n
e
a
n

基
督
敎
は
洪
產
主
義
に
傾
く
贫
し
き 

上
げ
：た
。
甜
鈕
社
會
ビ
王
國
ビ
の
關
係
を
改
造
し
て
王
人
々
の
內

f
生
れ
：、
彼
等
が
社
會
的
支
配
の
機
能
？
し 

國
を
爭
.ふ
，
ベ

か

ら

ざ

る

地

位

^

高

め

た

。

彼

の

無

能

力

| 

-て
其
の
洪
大
な
可
能
性
を
見
れ
⑽
^
人
に
依
つ
て
_

>1
J 

な
後
繼
者
■の
下
で
貴
族
等
が
勢
力
を
得
て
社
會
を
無
政
さ
れ
た

9
ff
i
に
洼
意
猓
V、
®
北
部
の
®
督
敎
さ
な
く
ば
':
.
 

府
の
や
ぅ
に
し
たH

s
〗y

 

二
世
は
共
役
免
除
耽
、軍
隊
新
敎
を
研
究
す
る
と
、
®
等
が
贫
し
さ
人
々
の
幻
想
や 

の
法
令
を
制
®:
し
、
そ
れ
に
砍
つ
て
王
：の

收

入

を

作

り

.希
望
ど
す
る
ょ
り
も
寧
ろ
贫
し
く
は
あ
る
が
向
#
せ
る 

51
1;
隊
を
貴
族
の
恩
恵
.か
ら
半
ば
獨
立
さ
せ
、
JL
つ
敎
會
人
々
の
人
格
的
獨
立
の

«
證
で
あ
る
こ
ビ
が
確
め
；ら
れ 

独
院
を
1
.般
裁
判
所
に
從
屬
せ
.し

め

て

ヽ

王

阈

を

個

人

6
.
0故
化
舯
學
の
本
質
代
於
い
セ
此
の
個
人
的
啟
心
の 

的
或
：配
.か
ら
國
尻
の
爲
め
の
受

.

能
に
高
め
た
。
そ
宗
敎
は
新
し
；い
も
の
で
は
な
い
が
、：權
威
に
對
す
る
反

丨 

こ
で
集
f

鶬
f

の
間
、
若

し

く

は

猶

級

ビ

階

級

ビ

.抗

と

し

て

分

派

で

，
あ

ゎ

、

.:
生
活
に
對
す
る
灰
動
と
し
.て 

の
.間
.の
^

K
の
や
ぅ
^

a
し
い
著
し
.い
#

.®
が
始
ま
'つ
丫
菊
じ
い
信
仍
.で
.あ
る
か
：&
生
#
競
^
の
新
し
.い
實
a:
k 

た
。

. 

依
つ
て
發
生
し
た
。
十
四
世
紀
.

Q
「

哀
れ
な
ゝR

i
c
h
a
r
d
」 

即
ち
完
全
な
石
集
^

——

國̂

民

I
 

S優
越
な
る
®
級

W
i
l
l
i
a
m

 

L
a
n
g
〗a
n
d
v
'

頑
®
な

W
y
c
l
i
f

及
び
烈
し
さ 

.

の
^
测
で
あ
る
。
最
御
の
衝
突
は
不
奉
で
あ
つ
た
。

H

i
 

:
等
は
务
自
の
：違
つ
允
途
に
於
い
て
此
の
精
神
の 

哬
故
な
ら
貴
族
連
が
苒
び
勝
利
を
将
て
”

社

會

は

分

烈

属

の

代

氣

潘

で

あ

る

。
而
し
：て

g

i

l
。。
及
び
W
Pを

第
叶
五
卷
.
C

5ハ
七)

雜

錄

.

ギ
ィ
デ
ィ
ン
か
：

.ス

の

:
 

第
四
號
：.

ニ

ニ

九

へ



!/() 
|r/. i

II；I|II
t!i
III
丨j

V"
I

.

常

十

五

餘

(

雜

.
錄

,

ギ
ィ
デ
ィ
ン
グ

S

歷
史
義

k

於
け
る
所
業
に
拘
も
ず
、
枭
が
此
の

_

#!
{

-

が
潸
¥ 1

階
級
に
な
ら
な
い
理

m

で
あ
る
。
：

そ
れ
に
も
拘
ら
す
此
の
耦
刺
、
此
の
新
信
#
と
僧
?1 

ど
を
以
つ
て
近
®
it
は—

—

四
i!
i
:紀
に
始
ま
る
o
古 

f
2c
6'
4
1L
ii
i

0
集
搜
：及
び 

K
級
®
翻
.が
*
返
さ
^
る 

が
又
多
.少
變
化
を
仲
ふ
。
W
年
戰
邻
に
侬
つ
て
:®
開
3 

れ
^
菊
^
國
中
；義
は
火
藥
を
使
用
ず
る
。
» -
f :
-E
L

 

は
中
世
的
奉
仕
に
代
る
杧
货
幣
的
實
料
を
以
つ
て
保
た 

れ
る
。
此
の
常
時
l®
/«
#

_
の
內
で
宗
敎
に
屬
す
る
部 

分
は
新
ら
し
い
。
新
敎
の
僧
侶
は
未
だ
社
會
的
k
優
越 

で
も
な
く
、妈
«
を
確
保
す
る
辟
强
カ
で
も
な
か
つ
た
0
 

fi
o

JI
r

k
平
民
か
ら
力
を
付
け
ら
れ
、
其
の
■個

人

主

義

.
 

は
-
:中
流
階
級

」

で
あ
る
。
故
^
そ
れ
は
商
人
ど
結
合
し 

て
、
彼
等
と
地
ま
ビ
の
階
級
带g

の
二 

0 
?

な
つ 

た
。
從
つ
て
多
數
の
聯
合
は
地
生
々
義
ビ
sr
に
古
い
敎 

會

義

V
J

の
間
に
f
 

而
し
て
多
数
の
內
的
集
園
の

第

四

贼

一

四

0 

そ

九

はH
e
n
r
y

八
^
の
下
に
於
け
る
國
家
虫
義
の
確 

i

紅
敎
の
£

»
に
終
る
。(

祖

しM
a
r
y

及
び 

の
治
下
に
於
け
る
短
い
復
活
を
除
く
。)

4

ゃ
^
:に
甘
人V

地
-

i
f
j
&
g

階
級
^
,
_
は
充
分
に
駿 

一
沿
し
た
。(

ビ
は
运
へ
暴
力
は
な
い
。

)

發
見
の
航
海
は
新 

ベ
し
い
求
管
有
の
機
會
を
開
；い
た
。
商
業
胃
險
家
ば
勢
力 

管

な

d

然
し
昔
の
®

人

ビ

同

じ

や

ぅ

；
^
彼

等

は 

资
分
なS

會
的
確
認
を
耍
求
し
た
。
彼
等
は
妥
協
し
た
。 

大̂
-

人
は
il
族
た
る
を
許
3
れ
、
而
し
て
貴
族
は
社
？ 

k
依
つ
て(

恶
し
く
は
他
の
方
法
に
侬
つ
て

)

»
の
收
入
ン 

を
狼
得
し
た
。
か
く
て
資
本
家
階
級
が
作
ら
れ
た。
.

，斯

し

て

近

世

见

は

芷

午

ど

な

る

0
資
本
主
義
は
發g

 

k

g
命
的
の
產
業
ビ
.を
開
：妙
し
た
。
0
0
0
0
の
奶
佩 

者
階
級
は
解
放
さ
れ
た
奴
隸
に
屮
來
し
ヽ「

階
級
意
識」

 

を
布
つ
顺
锻
と
な
り
、
.
1
^
3
:
1

g
a
r
x

は
割
時
期
的
の
發
： 

,

^
~
'
^
級
ず
臌
は

.歷
史
を
作
る

.
—

一

を
な
し

.

: 
(

末
究r.

て

^
1}
は
识
の
結
合
ど
國
民
的
王
國
ビ
の
間
^
#
す
る

p.
.
.
_
. 

• _

_

_

_■

.
'

'

I

:

.

. 

，
ラ 
5

、

零

^

^

^

^
謹

™

™

^

,

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

中

肋

の

紀

年

、去

4

盘̂

(

ヒ
し
：

は
又
埃
及
の
？to
l
e
l
c

 s
y
s
t
e
m

の
支
配
を
受
け
て
居

丨
中
世
の
紀
年
法
大
意

(

上

)

間

崎

:

万

里

：

欧
洲
の
屮
世
期
I:

於
け
る
餅
般
の
歷
史
的
研
究
或
は
記
述̂

爲
5
 

ん
と
す
る
初̂

#

が
、
先
づ
第一

に
心
得
谠
く
べ
吾
は
中
仳
の
紺
雄 

法
に
阅
す
ろ
知
識
で
わ
ら
ぅ
。

1

九
一
八
年
以
降『

歷
史
研
究
翁
の 

友』(Hel ps for Stude 
ロ Is

. 

of. H.istor y )

と
題
し
て
4
キ 

sス
ト

る
O

即

f 

.

.

. 

る
。
:即
ち
太
陽
s
諸
惑
星
が
地
球
の
周
圆
を
廻
轉
す
る

間

崎

万

里

：

の
で
あ
る
と
假
足
せ
る
こ
の
信
仰
は

深
ぐ

！！：

常
言
語
の

ぅ
ち
に
含
蓄
さ
れ
て
ゐ
る
の

-e
:
、
そ
め
假
窀
の
上
に
築 

軟
洲
.の
中
1|
.期
|:
於
:̂
:る
餅
般
の
歷
也
的
研
究
或
は
記
.述
4
爲
$ \ 

■ 

;
;
'

. 

ん
と
す
る
翼
希
が
、
先
づ
第一

に
心
鍵
く
べ
吾
は
中
仙
の
紀
半I

力
れ
た
叙
述
を
當
然
マ
し
、心
ft
て
怪
む
も
の
が
な
い
#
で

法
に
咖
す
ろ
知
識
で
ゎ
ら
ぅ
。一

九
一
八
年
以
降『

歴
史
研
究
典
の
一
あ
る
。
又
愛
で
いふ

：：n

と
年
e
は
普
通
の
觀
測
に
基
い

I

I

 

r
 

I

I

 

o
f 

H
i
s
l
)

と
f

て
4
キ
{

软

|

た

诗

の

S
分

を

さ

す

の

6
あ

つ

て

、

天
文
箏
名
の
遠
せ 

知
識
縣
及
脅』

に
ょ
つ
て
刊
行
せ
ら
れ
て
f

 

l

中
に
、
幸
び
.
' 

i
 

f
 

: 

, 

> 

t

委

參

：

Reginald 

r Fie, 

M
.
r
L
L
.

 

D
, Liu. 

t
: Medieval|

に
な
つ
た
他
の
時
の
軍
位
を
い
ふ
の
で
は
な
い
。
愛
で 

Recko&gs of Ti5e, 

I 9IS,

が
あ
る
。
本
齋
は
勿
論
通
俗
を2

は
文
數
字
を
細
か
い
所
ま
で
精
密
に
擧
げ
る
こ
ビ
を
必
.

じ
f

な
い
け
れ
ど
も
、
史
f

根
：水

的

,
f

 

:
 

ノt

、
、:.
2

,

:

,

n

n

,

r

、

v
 

m

 

ニ
、

t

i

'r

る
片
々
た
る
小
册
子
I:
'

過
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
"
史
學
の
根
水
的 

索
狻
$

缺
け
ゐ
人
々
！1
11

、
却
っ
て
餌
利
で
あ
ら
ぅ
か
と
思
は
れ
ろ
一 

に
よ
つ
て
、
爱
ド
紹
介
の
勞
を
と
ゐ
。

△
時
の
堪
位
歐
洲
の
中
世
期
に
於
け
る
時
の
數
へ
方
，

を

極

ぐ

傭

單

に

述

、
ベ

よ

ぅ

.

ビ

す

る

の

，が

本

篇

の

目

的

で

\ 

あ
る
。
を
れ
故
、
愛
で
は
：ユ
リ
ゥ
ス
曆
即
ち
舊
曆
法
に 

っ
い
て
述
べ
る
丈
け
で
あ
っ
て
、
新
暦

.

法
即
ち
羅
埸
法

.

王
グ
レ—

ゴ
タ
ゥ
ス

.第
十
！二
世
に
よ
っ
て
、

1

八
五
ニ
年 

R
採
用
せ
ら
れ
た
'改
曆
K
:は
關
傲
じ
尊
い
0

s
>
吾
人

第
十
五
卷 

'

(

五
六
九)

雜
錄
へ
中
世
の
紺
年
洗
大
意

要
S
し
な
い
、
た

V
太
陽
暦
年
は
之
を
假
り
^
三
六
五 

日
四
分
の
一
ビ
す
れ
ば
ょ
い
：の
で
、

必
し
も
三
六
五
日 

ど
五
時
間
四
十
八
分
四
十
六
秒
な
ど
、
言
は
な
く
ど
も

ょ
ぃ
0:
. 

'

/

註

、

『

シ

ー

ザ

ー

の

爝

¥

制
牮
し
?:
0

は
餌
爝
紀
元
前
四
十
六
部
H

 

■ .
1

n

の
こ
ミ
で
ぁ
气
其
後
勝
官
が
规
則
か
問
逾
つ
て
、
ア
ゥV

-

 

k
k

ス
の
時
I:

之̂

ft

し
て
か
ら
其
儘
千
3£

百
八
十 
一一¥
ま
で
れ 

■
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